
武蔵野大学　令和５（2023）年度 【令和5年3月3日実施】
一般選抜Ｃ日程問題　　数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列・ベクトル）

1 3 記述3

解答記号 正答 解答記号 正答 別掲
ア ⊝ ア ②
イ ② イ ②
ウ ① ウ ①
エ ④ エ ③
オ ③ オ ②
カ ② カ ①
キ ① キ ③
ク ⑤ ク ②
ケ ⑥ ケ ①
コ ② コ ③
サ ⑤ サ ②

シ ② シ ① 記述4

ス ⓪ ス ③
セ ③ セ ② 別掲
ソ ⓪ ソ ①
タ ③ タ ③
チ ② チ ②
ツ ⑤ ツ ①
テ ① テ ③
ト ② ト ②
ナ ⑤ ナ ③
二 ⑤ 二 ①
ヌ ④ ヌ ③
ネ ⑤ ネ ②
ノ ② ノ ①
ハ ⑤ ハ ③

ヒ ②
フ ②
へ ①
ホ ③

2

解答記号 正答
ア ②
イ ⑤
ウ ⑥
エ ⊝ 4
オ ②
カ ① 解答記号 正答
キ ⊝ ア ③
ク ① イ ②
ケ ② ウ ③
コ ③ エ ②
サ ② オ ③
シ ⓪ カ ⑥
ス ⓪ キ ⑥
セ ① ク ②
ソ ③ ケ ③
タ ② コ ②

サ ⑤
シ ②
ス ①
セ ②



記述 3 の解答例

(1)

不等式 x2 + y2 − 4x+ 3 ≦ 0を変形すると,

(x− 2)2 − 4 + y2 + 3 ≦ 0

(x− 2)2 + y2 ≦ 1

となる。領域 x2 + y2 − 4x+ 3 ≦ 0は点 (2, 0)を中心とする半径 1の
円周およびその内部となる。したがって, 領域Dは図 1の斜線部分で
ある。ただし, 境界を含む。
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(2)

x+ y = k · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

とおくと, これは傾きが−1, y切片が kの直線を表す。この直線 1⃝が領
域Dと共有点をもつような kの値の最小値と最大値を求めればよい。
図 2から, 直線 1⃝が点 (1, 0)を通るとき kの値は最小になる。また,

直線 1⃝が円 x2 + y2 − 4x+ 3 = 0と第 1象限で接するとき kの値は最
大になる。直線 1⃝が円 x2 + y2 − 4x+3 = 0と接するということは, 直
線 1⃝と円の中心 (2, 0)の距離が 1であることと必要十分なので,

|2 + 0− k|√
12 + 12

= 1

|2− k| =
√
2

2− k = ±
√
2

k = 2±
√
2

となり, 図 2より k > 2なので, 円 x2 + y2 − 4x+ 3 = 0と第 1象限で
接するとき kの値は 2 +

√
2である。

以上から, x+ yの最小値は 1, 最大値は 2 +
√
2である。



記述 4 の解答例

(1)

整数 n 1 2 3 4 5 6 7 8 9

n2 を 3で割ったときの余り 1 1 0 1 1 0 1 1 0

(2)

nを 3で割ったときの余りは 0, 1, 2のいずれかである。それぞれ
の場合について考える。

• nを 3で割ったときの余りが 0の場合
このとき, nは正の整数mを用いて, n = 3mと表せる。
したがって,

n2 = (3m)2 = 3 · 3m2

となり, n2 を 3で割った余りは 0となることがわかる。

• nを 3で割ったときの余りが 1の場合
このとき, nは正の整数mを用いて, n = 3m− 2と表せる。
したがって,

n2 = (3m− 2)2 = 3 ·
(
3m2 − 4m+ 1

)
+ 1

となり, n2 を 3で割った余りは 1となることがわかる。

• nを 3で割ったときの余りが 2の場合
このとき, nは正の整数mを用いて, n = 3m− 1と表せる。
したがって,

n2 = (3m− 1)2 = 3 ·
(
3m2 − 2m

)
+ 1

となり, n2 を 3で割った余りは 1となることがわかる。

以上から, n2を 3で割ったときの余りは 0か 1になることが示された。

(3)

条件を満たす正の整数 cが存在すると仮定し, 背理法で示す。
aと bはともに 3で割ると 1余るので, (2)で調べた結果から, a2 と

b2はともに 3で割ると 1余る。したがって, a2 + b2を 3で割ると 2余
る。ところが, (2)の結果より, c2を 3で割ったときの余りは 0か 1に
なるので, c2 = a2 + b2 であることに矛盾する。
以上から, 背理法により, a2 + b2 = c2 を満たす正の整数 cは存在し

ないことが示された。

一部修正しました（3/15）
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